
学校教育目標 「学ぶ楽しさ 生きる喜び 瞳かがやく浅小っ子
～わくわく にこにこ どんどん～」

文責：矢田部 瑞穂

若い頃に子どもたちの「感性」を育むということに興味をもち，自分なりに勉強したことがありました。
本年度から新学習指導要領が全面実施され，その中に「予測困難な社会の変化に主体的に関わ

り，『感性』を豊かに働かせながら，よりよい社会と幸福な人生の創り手となる力を身に付けられるようにする
ことが重要である」と明記されています。
◆豊かな感性を育むために～大人が意識したいこと～①子どもの疑問や発見を

大事にする②気付いたこと・感じたこと･考えたことを表現させる③子どもが安心して自分を表現できる雰囲
気づくりをする④子どもが自分の考えや思いをもつための時間的･精神的ゆとりをもつ⑤五感をよく働かせる
ための豊かな体験をさせる⑥いろいろな考えに触れるための様々な人との関わりをもたせる
「環境」は子どもの成長に大きく影響します。子どもたちの心が動く様々な体験や経験に寄り添い，共に

心を動かし，一緒に分かち合える大人でありたいと思います。

ちょっと肌寒くなってきたある日の朝，登校路で3年生の石
川さんに会った。「秋になったので，あそこに赤い実が目立つ
ようになりました。」と言って，木を指さす。その指先を見て
みると，それは，ウメモドキの赤い実。「赤い実と一緒に石川
さんの写真撮らせて。」とお願いすると，そこを通りかかった
他の子どもが，「ここに白い花があるから，これと一緒に写真
を撮ったら？」と提案。石川さんは，「白い花はどの季節にも
あるけど，秋は赤い実だよ。」と。その，季節を感じる心に感
動した。石川さんは，よく外で遊んでいる。遊びながらたくさ
ん季節を感じているのだろう。石川さんと話していると，優し
い気持ちになるのは，きっと結希さんが感受性豊かだから。感
受性が豊かな人は他人への思いやりがあるという。まさに石川
さんそのものです。

別の日の朝，ランドセルを背負った原田さんが，割と長い時間
秋の空を見上げていた。その視線の行方を追ってみると，見事
な雁の Ｖの字型編隊飛行。以前，上に掲載の石川さんが，「平
仮名の『へ』が飛んでるよ。」と教えてくれたことがあったこと
を思い出し，原田さんにも「『へ』が飛んでるね。」と，言ってみ
た。そうしたら「うん。『へ』から，いるかの形になったり魚の
形になったりするよ。ほら。」と。長い時間見ていたから細かい
変化にも気付く。一緒に見ていたら本当に面白い。1年生と一緒
に１時間だけ国語の授業をしたことがある。その時，原田さんの
言葉への気付きに感動した。わずか一文字の助詞に着目できるた
め，登場人物の心の動きに気付くことができる。「気付く力」は，
観察力にも比例するような気がする。原田さんは魅力的な感性の
持ち主だ。

かの有名な小林一茶が，雁の俳句を詠っている「けふからは日本の雁ぞ楽に寝よ」
日本に飛来した雁に向かって「次の春までゆっくり羽を休めてほしいな」という一茶
の温かい心が伝わってくる。
原田さんも，未来の一茶になれるかも・・・と感じた，ある晩秋の朝であった。
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★県の YouTubeに浅小校舎登場！
「秋田県移住・定住促進課」作成
「リモートハチ公」～新しいライフスタイル
を提案します～

https://www.youtube.com/watch?v
=ＧＣＶ１４ｋｔＫＢｋＵ＆ feature=youtu.be

※ほんの一瞬ですが，「教育環境も充実」との言
葉と共に本校校舎が掲載されています！

１０／１１小学校最後の親子レク

１０月１１日（日）に６年生が小学校最後の親

子レクを行いました。親子でボールゲームに興じ

たり，花火を持ち寄って猛暑だった夏を思い出し

ながら楽しんだりしました。今年度は，コロナウ

イルス感染症対策により，各学年の親子レクを中

止としましたが，６年生は「小学校最後の思い出

づくりに」ということで，学年部長の武田誠喜さ

んを中心に感染症対策を講じた上で実施しまし

た。６年生全員参加で大盛況であったと聞きまし

た。子どもたちのために，本当にありがとうござ

いました。
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左の３枚の写真は，大高さんが撮影した写

真。①「残暑に負けそうなひまわり」②「バス

ケットボールで遊ぶ自分の影」③「虫の目にな

ってひまわりを下から撮影」これは夏の写真

集。このような写真が春夏秋冬蓄積されてい

く。写真は時に，言葉よりも雄弁になる。
ひまわりから「暑すぎますねえ。」って聞こ

えるような気がする。 担任の児玉樹理先生

は，「視点を与えることで『季節の変化』に

よく気付くようになり，その変化を言葉にす

るようになった。」と大高さんの成長を口に

する。大高さんは毎日校長室の戸を開け，

「さようなら。」と言ってから帰る。今日は

金曜日。「また来週会いましょう！」と付け

加えてくれた。「感性を育てる」には，視点

を与えることも大事だということを大高さん

の成長から学ぶ。
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１０／１８ＰＴＡ校内清掃活動

１０月１８日（日）午前８時半から２時間くらい，今年も

ＰＴＡ校内清掃活動を行いました。保護者の皆様は３２名，

子どもたちは中学生や幼児も含めて２５名。今年も本当にた

くさんの方にお集まりいただき，自慢の浅内小学校に磨きを

掛けていただきました。今年の掃除箇所は，写真上から①全

校児童の靴だな②昇降口キャットウオーク③メディアセンタ

ーテラス④体育館キャットウオーク⑤児童トイレ⑥多目的吹

き抜けキャットウオークの６カ所です。高いところ，鳥の糞

がたくさんのところ・・・本当にご難儀をおかけしました。

おかげさまで，翌日の学校の空気が一段と清んでいるような

気がしました。本当にありがとうございました。


